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背景

硫化水素環境暴露による高合金表面変化をミクロな観点で観察できます。
析出物や介在物に着目してのミクロスコピックな観察が可能です。

硫化水素環境暴露による高合金表面変化の
ミクロスコピック観察

Cat.No 3E2J-253-00-230412

EV車が普及した脱炭素社会時代のエネルギーとして、地熱発電が着目されています。地熱発電は地中から発生する腐食
性のガス(硫化水素ガス、CO2ガスetc)を含有するため、発電所やプラント設備などにはこれらの腐食性環境に対して耐食
性を有する材料を使用することが求められます。そのため、ステンレス鋼よりも耐食性のある高合金のインコネルやハステ
ロイなどが有力な材料です。これらの材料は高い耐食性をもつためマクロ的には腐食しにくいと思われますが、今回は析
出物に着目したミクロスコピックな観察により表面変化を観察しました。

腐食試験で溶解した析出物（○） 同一視野を観察

観察結果

まとめ

● 腐食試験概要

高合金材料 インコネル625 (表面バフ仕上げ)
腐食試験 塩化第二鉄腐食試験
ガス環境 腐食試験中は常に100％硫化水素バブリング
試験温度 50℃
試験時間 24h

● 腐食試験概要

高合金材料 インコネル625 (表面バフ仕上げ)

硫化水素環境暴露試験の前後で同一視野を観察することにより、耐食性が良好なインコネル625であっても一部の微細析
出物が優先溶解することがわかりました。このように、同一視野をミクロスコピック観察することで、腐食試験前後で表面や
析出物がどのように変化したかを正確に把握できます。

高感度EDX分析を併用することにより、特定元素成分からなる析出物の優先溶解などを把握できます。これらの観察によ
り得られた知見は、過酷環境で使用可能な材料設計や組織設計に大きく貢献いたします。

腐食試験後2μm


